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報告:有楽斎

毎週火曜日の午後 1 時過ぎから午後 4 時半ごろまで、朝日 2 丁目集会所で「健康麻雀ミーティン

グ」をワイワイガヤガヤとやっていたのですが、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、昨年 3 月

10 日から自粛し現在休局中です。 本年発行よりタイトルに『椿』を加えました(有楽斎)
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『和みの庭』ほかに掲載の「尾張地方の古典品種」の中から独断で選抜しました。
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今号の椿 : 実生野々市 新種椿(名前はまだ決まっていません)→

園芸品種『野々市』極淡桃色 一重 筒～ラッパ咲き 筒しべ 小輪の実生椿(2016年種蒔)が今年初めて咲きました
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